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JAたかさき

TOPICS

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
ト
マ
ト
生
産
部
会

は
７
月
12
日
、
八
幡
支
店
で
ト
マ
ト

栽
培
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。
生
産

者
、
関
係
者
合
わ
せ
て
22
人
が
参
加

し
、
ト
マ
ト
の
病
害
虫
対
策
や
防
除

薬
剤
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
県
西
部
農
業
事
務
所
の
大
塚
主
任

が
、
発
生
す
る
と
大
き
な
被
害
を
受

け
る
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
に
つ
い
て
、

「
ま
ん
延
を
防
ぐ
に
は
、
早
期
に
発

見
し
、
作
期
に
応
じ
た
防
除
対
策
が

必
要
」
と
説
明
。
ウ
イ
ル
ス
を
持
っ

た
タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
を
発
生
さ
せ

な
い
、
入
れ
な
い
、
増
や
さ
な
い
、

出
さ
な
い
こ
と
が
防
除
の
ポ
イ
ン
ト

と
強
調
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
ぐ
ん
ま
肥
料
農
薬
課
の

佐
藤
さ
ん
は
、
ハ
ダ
ニ
防
除
剤
と
苦

土
欠
乏
対
策
と
し
て
の
葉
面
散
布
剤

や
追
肥
肥
料
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
群
馬
県
は
７
月
～
11
月
収
穫
の
夏

秋
ナ
ス
の
出
荷
量
が
７
年
連
続
全
国

１
位
。
Ｊ
Ａ
も
ナ
ス
の
生
産
振
興
に

力
を
入
れ
、
管
内
で
は
、
28
人
の
生

産
者
が
３
・
５
㌶
の
面
積
で
栽
培
。

８
月
の
収
穫
最
盛
期
を
前
に
、
栽
培

管
理
を
徹
底
し
、
10
㌃
で
収
量
８
㌧

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
は
８
月
１
日
、
本

店
で
秋
ま
き
野
菜
栽
培
講
習
会
を
開

き
ま
し
た
。
生
産
者
72
人
が
参
加
し

農
薬
や
栽
培
管
理
、
病
害
虫
対
策
を

学
び
ま
し
た
。

　
講
習
会
は
、
農
産
物
直
売
所
の
品

数
の
充
実
や
品
質
向
上
、
出
荷
者
の

増
加
を
目
的
に
、
年
２
回
開
い
て
い

ま
す
。
県
西
部
農
業
事
務
所
の
大
塚

将
悟
主
任
が
講
師
を
務
め
、
農
薬
の

基
礎
知
識
を
説
明
し
ま
し
た
。
大
塚

主
任
は
「
適
用
作
物
や
希
釈
倍
率
、

使
用
量
、
使
用
時
期
と
総
使
用
回
数

を
守
る
こ
と
。
農
薬
使
用
後
は
、
帳

簿
に
記
載
す
る
こ
と
」
と
話
し
、
ラ

ベ
ル
記
載
の
使
用
基
準
を
守
り
、
使

用
状
況
の
把
握
と
誤
使
用
の
予
防
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
野
菜
部
会
は
７
月

14
日
、
上
小
塙
町
の
静
野
将
寿
さ
ん

の
圃
場
で
露
地
ナ
ス
現
地
研
修
会
を

開
き
ま
し
た
。
生
産
者
や
関
係
者
16

人
が
参
加
し
、
今
後
の
栽
培
管
理
や

病
害
虫
防
除
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
県
西
部
農
業
事
務
所
の
大
塚
主
任

が
、
出
荷
が
長
期
に
わ
た
っ
て
行
え

る
よ
う
、
生
育
診
断
と
追
肥
の
タ
イ

ミ
ン
グ
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

「
花
柱
が
長
く
栄
養
状
態
が
良
い
場

合
は
、
定
期
的
な
追
肥
で
十
分
だ
が
、

花
柱
が
短
く
、
開
花
の
上
に
１
～

２
枚
の
葉
し
か
な
い
時
は
、
栄
養

不
良
と
な
っ
て
い
る
。
追
肥
が
す

ぐ
に
必
要
」
と
話
し
、
花
と
生
長

点
を
よ
く
観
察
す
る
よ
う
に
と
伝

え
ま
し
た
。
病
害
虫
防
除
に
つ
い

て
は
、
高
温
、
乾
燥
で
多
発
す
る

ハ
ダ
ニ
に
つ
い
て
、「
ハ
ダ
ニ
は

好
適
条
件
下
で
は
急
激
に
個
体
数

が
増
加
す
る
。
防
除
は
薬
剤
抵
抗

性
が
つ
き
や
す
い
為
、
同
一
系
統

の
薬
剤
を
連
続
し
て
使
用
し
な
い
。

被
害
が
出
て
い
な
く
て
も
、
７
月

下
旬
～
８
月
中
に
薬
剤
散
布
す
る

こ
と
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

熱心に説明を聞く参加者

害虫の有無などを確認する参加者

熱心に講習を受ける生産者

黄
化
葉
巻
病
対
策
を

ト
マ
ト
栽
培
講
習
会

露
地
ナ
ス
管
理
を
現
地
で
研
修

秋
ま
き
野
菜
の

栽
培
を
学
ぶ



牡羊座 ３/21～４/19❸

JAたかさき

（全体運）�用事が山積みでため息が出がち。ただ、思っているよりも動けます。効率良く動いてあなたの実力をアピール
（健康運）スキンケアに力を入れて。無理な減量は禁物
（幸運の食べ物）エリンギ

TOPICS

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
は
７
月
20
日
に
本

店
と
八
幡
支
店
、
21
日
に
滝
川
支
店

と
中
川
支
店
で
水
稲
中
期
管
理
講
習

会
を
開
き
ま
し
た
。
生
産
者
92
人
が

参
加
し
、
良
質
米
生
産
に
向
け
て
、

夏
場
の
栽
培
管
理
を
学
び
ま
し
た
。

　
県
西
部
農
業
事
務
所
の
北
爪
主
幹

が
当
面
の
栽
培
管
理
と
し
て
、
水
管

理
や
追
肥
、
雑
草
防
除
、
病
害
虫
対

策
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
ぐ
ん
ま
肥
料
農
薬
課
の

原
澤
さ
ん
が
、
水
稲
用
の
中
・
後
期

除
草
剤
を
紹
介
。
商
品
ご
と
の
特
徴

を
説
明
し
、
適
用
雑
草
に
合
わ
せ
た

除
草
剤
使
用
で
効
率
的
な
除
草
を
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
は
７
月
19
日
、
東

部
カ
ン
ト
リ
ー
で
、
種
子
用
の
小
麦

「
ゆ
め
か
お
り
」
を
検
査
し
、
出
荷

し
た
３
０
０
袋
（
１
袋
30
㌔
）
全
量

が
買
い
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。

　
検
査
に
は
、
生
産
者
や
検
査
員
、

関
係
者
な
ど
合
わ
せ
て
17
人
が
参
加
。

Ｊ
Ａ
の
農
産
物
検
査
員
が
、
開
口
さ

れ
た
全
て
の
種
子
袋
を
１
袋
ご
と
に

厳
正
に
確
か
め
ま
し
た
。

　
種
子
小
麦
は
生
産
者
の
羽
鳥
治
彦

さ
ん
が
２
・
５
㌶
で
作
付
け
。
刈
り

取
り
前
に
は
２
回
の
圃
場
審
査
を
し
、

下
見
会
や
発
芽
試
験
を
受
け
て
合
格
。

最
終
検
査
に
向
け
調
製
し
て
出
荷
し

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
梅
生
産
部
会
は
７

月
19
日
、
夏
季
剪
定
講
習
会
を
鼻
高

町
の
飯
沼
直
樹
さ
ん
の
園
地
で
開
き

ま
し
た
。
生
産
者
、
関
係
者
合
わ
せ

て
18
人
が
参
加
し
、
剪
定
や
夏
季
管

理
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
県
西
部
農
業
事
務
所
の
狩
野
係
長

が
剪
定
の
実
技
指
導
を
行
い
、「
こ

の
時
期
の
剪
定
は
、
花
芽
や
養
分
蓄

積
の
為
、
風
通
し
と
日
当
た
り
を
良

く
す
る
こ
と
が
大
事
。
光
合
成
を
す

る
葉
一
枚
一
枚
に
日
が
当
た
る
よ
う

に
、
全
体
の
２
割
位
を
剪
定
す
る
こ

と
」
と
話
し
、
ノ
コ
ギ
リ
を
使
い
、

残
す
枝
と
切
る
枝
に
つ
い
て
解
説
し

ま
し
た
。
生
産
者
は
栽
培
上
の
疑
問

や
注
意
点
を
質
問
し
、
夏
季
管
理
の

意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　
佐
野
花
き
研
究
会
は「
ア
ス
タ
ー
」

と
「
ケ
イ
ト
ウ
」
を
栽
培
し
、
お
盆

用
に
出
荷
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
高
崎
駅
の
南
東
地
域
に
あ
た

る
佐
野
地
区
は
、
大
型
集
客
施
設
が

建
設
さ
れ
る
な
ど
、
開
発
が
進
む
地

域
。農
家
、農
地
と
も
に
減
少
す
る
中
、

同
会
で
は
農
家
間
の
交
流
と
活
性
化

を
目
的
に
、
２
０
１
９
年
か
ら
盆
花

づ
く
り
を
始
め
ま
し
た
。
会
員
11
人

は
、
防
除
な
ど
協
同
で
作
業
を
行
う

こ
と
で
、
生
育
状
況
を
確
認
。
規
格

や
品
質
の
統
一
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
色
鮮
や
か
に
咲
き
揃
っ
た
「
ア
ス

タ
ー
」
と
「
ケ
イ
ト
ウ
」
は
グ
ル
米

四
季
菜
館
で
販
売
し
ま
し
た
。

出荷作業をする生産者

剪定のポイントを実技指導する狩野係長

熱心に説明を聞く参加者

１袋ごとに入念に検査をする検査員

ア
ス
タ
ー
・
ケ
イ
ト
ウ
を
出
荷

佐
野
花
き
研
究
会

梅
の
夏
季
管
理
と

剪
定
を
学
ぶ

種
子
小
麦
を
検
査

全
量
買
い
上
げ

良
質
米
の
生
産
に
向
け

管
理
を
徹
底



４/20～５/20牡牛座 ❹

JAたかさき

（全体運）�好調運。心配事は取り越し苦労に終わりそう。抱え込まず人に話すと楽になります。買い物は計画性を発揮して◎
（健康運）胃腸を大切に。消化のいい食事を心がけて
（幸運の食べ物）シシトウ

TOPICS

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
野
菜
部
会
は
７
月

19
日
、
本
店
で
秋
冬
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

栽
培
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。
生
産

者
、
関
係
者
合
わ
せ
て
22
人
が
参
加

し
、
秋
冬
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
品
種
特

性
や
栽
培
の
注
意
点
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　
サ
カ
タ
の
タ
ネ
の
勝
又
主
任
が
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
の
早
生
、
中
早
生
、
晩

成
品
種
の
特
性
や
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

を
説
明
。「
近
年
は
暖
冬
で
収
穫
が

前
進
化
し
て
い
る
。
計
画
的
に
定
植

日
を
ず
ら
す
こ
と
も
安
定
出
荷
に
つ

な
が
る
」
と
助
言
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
園
芸
資
材
課
の
由
利
課
長
は

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
に
登
録
の
あ
る
農
薬

を
紹
介
。
特
性
を
説
明
し
て
、
薬
剤

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
参
考
に
し
て
ほ

し
い
と
話
し
ま
し
た
。

　
第
40
回
群
馬
県
も
も
品
評
会
が
７

月
20
日
、
県
庁
県
民
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
、
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
桃
生
産
部
会
の

湯
浅
和
義
さ
ん
が
出
品
し
た
桃
が
県

農
業
協
同
組
合
中
央
会
長
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
品
評
会
に
は
29
点
が
出
品
。
県
農

業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
職
員
ら
が
糖
度

や
形
状
、
外
観
な
ど
を
審
査
し
ま
し

た
。

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
は
、
家
の
光
協

会
が
発
行
す
る
子
ど
も
向
け
雑
誌

「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」
８
月
号
を
、
管
内

の
小
学
校
32
校
と
特
別
支
援
学
校
１

校
の
合
計
33
校
に
、
各
３
冊
ず
つ
合

計
99
冊
寄
贈
し
ま
し
た
。
　

　
７
月
18
日
に
高
崎
市
役
所
で
行
わ

れ
た
贈
呈
式
に
は
、
堀
米
組
合
長
や

Ｊ
Ａ
女
性
会
の
中
澤
会
長
と
同
役
員

が
出
席
。
堀
米
組
合
長
か
ら
、
高
崎

市
教
育
委
員
会
の
大
澤
学
校
教
育
担

当
部
長
に
「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　
支
店
再
編
計
画
に
よ
り
４
支
店
の

基
幹
店
舗
と
な
る
、
高
崎
南
支
店
の

起
工
式
が
７
月
26
日
、
下
佐
野
町
の

建
設
予
定
地
で
、
役
職
員
、
関
係
者
、

43
名
出
席
に
よ
り
、
工
事
の
安
全
と

店
舗
の
発
展
を
祈
願
し
て
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
新
店
舗
は
、
敷
地
面
積
２
，
０
９

７
㎡
、
床
面
積
５
４
２
㎡
、
鉄
骨
造

り
平
屋
建
で
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に

便
利
な
開
放
式
の
会
議
室
を
備
え
た
、

組
合
員
・
利
用
者
に
愛
さ
れ
る
店
舗

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
高
崎
南
支
店
は
、
佐
野
・
倉
賀

野
・
八
幡
の
３
支
店
統
合
と
片
岡
支

店
の
一
部
業
務
を
移
管
す
る
基
幹
店

舗
と
し
て
令
和
６
年
３
月
25
日
竣
工

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

挨拶する堀米組合長

由利課長の説明を聞く参加者

特別賞を受賞した湯浅さんの桃 糖度や形状など入念に審査

大澤部長（中央）に「ちゃぐりん」を手渡す堀米組
合長（右から２番目）と女性会役員

高
崎
南
支
店
起
工
式

湯
浅
和
義
さ
ん
が
特
別
賞

も
も
品
評
会

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

品
種
特
性
を
学
ぶ
「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」を

小
学
校
に
寄
贈



双子座 ５/21～６/21❺

JAたかさき

１　目　　的
　農林大学校では県民の皆様を対象に、広く農林業への理解と親しみを持っていただくとともに、農林大
学校への理解を深めていただくことを目的として、「農と食のふれあい講座」（公開講座）を実施しています。

２　講座名・定員・開催日時・講座内容
№ 講　座　名 定員 開催日時 講　座　内　容 募　集　期　間

１ 小型管理機の基本操作
（安全に正しく使う） 10人 10月12日㈭

13時30分～16時00分
小型管理機（耕耘機）の基本的な
操作方法について（実習)

令和５年８月１日㈫
　～９月４日㈪必着

２ 果樹の整枝・せん定 10人 ２月７日㈬�
10時00分～12時30分

ブルーベリーの整枝・せん定につ
いて（講義、実演）

令和５年11月１日㈬
　～12月11日㈪必着

３ 春夏野菜づくり 20人 ２月20日㈫
13時30分～16時00分

キュウリ、ナス等の春夏野菜のつ
くり方（講義）

令和５年11月１日㈬
　～12月11日㈪必着

４ 花き栽培を楽しむ 15人 ３月１日㈮�
10時00分～12時00分

春の花壇、プランターを中心とし
た上手な花の育て方（講義）

令和５年11月１日㈬
　～12月11日㈪必着

３　会　　　場　　群馬県立農林大学校　高崎市箕郷町西明屋1005
４　対　　　象　　群馬県内に在住の人
５　費　　　用　　無　料
６　申 込 期 間　　№１は、令和５年８月１日㈫～９月４日㈪　必着
　　　　　　　　　№２～４は、令和５年11月１日㈬～12月11日㈪　必着
７　申 込 方 法　　往復はがき（希望講座ごとに一人一枚）
　　　　　　　　　※�書き方については、＜往復はがきの書き方見本＞を参照し

てください。
８　受講の決定　　各講座とも申し込み多数の場合は、抽選となります。
　　　　　　　　　また、抽選にあたっては過去の受講歴を考慮します。
　　　　　　　　　�受講可否については、返信用はがきにてお知らせいたします。
９　そ　の　他　　�新型コロナウイルス感染状況によっては、中止になる場合が

あります。
　　　　　　　　　�傷害保険には加入していませんので、あらかじめご了承くだ

さい。

（全体運）�調子に乗り過ぎてしまったと思うことが。何でも１人でやろうとせず協力し合う方向で検討してみて。金運は良好
（健康運）適度な運動でパワーアップ！　筋トレもお勧め
（幸運の食べ物）ジャガイモ

お知らせ

県立農林大学校から

受 講 生 募 集 !!
令和５年度　農と食のふれあい講座：後期

申込・問合せ先：�群馬県立農林大学校�研修部
　　　　　　　　〒３７０－３１０５　群馬県高崎市箕郷町西明屋１００５
　　　　　　　　電話（直通）：０２７－３７１－３８４１　（代表）：０２７－３７１－３２４４
　　　　　　　　ＦＡＸ：０２７－３７１－６９６８　　　http://www.gunma-iaf.ac.jp

＜往復はがきの書き方見本＞

往信 返信

高崎市箕郷町西明屋1005

群馬県立農林大学校研修部

「農と食のふれあい講座」 係

住

　所
　
　氏

　
　
　名

郵便番号

①　講座番号

②　講座名

③　郵便番号

④　住所

⑤　氏名 （ふりがな）

⑥　電話番号

3 7 0 3 1 0 5 こ
こ
に
は
何
も

書
か
な
い
で
く
だ
さ
い

往信おもて 返信うら 返信おもて 往信うら

小型管理機の基本操作

果樹の整枝・せん定



蟹　座 ６/22～７/22 ❻

広報通信から

（全体運）�友人や知人との会話が楽しいときです。近場の人気スポットを調べて足を延ばして。いつもと少し違う日常にツキ
（健康運）けがややけどに気を付けて。ホットミルクが吉
（幸運の食べ物）タイ



７/23～８/22獅子座❼

広報通信から

（全体運）�贈り物運あり。欲しい物をもらえたりしそう。贈るのもお勧め。すてきな買い物ができるでしょう。旅行の計画も◎
（健康運）口コミの良い健康法を試して。あなたに合っていそう
（幸運の食べ物）マツタケ



乙女座 ８/23～９/22 ❽

agriculture

西部農業事務所より

お知らせ

（全体運）�勢いがあり計画推進のチャンスです。強気でいきましょう。人に頼るより自力でいった方が満足のいく結果に
（健康運）外出後はうがいを。喉の痛みを甘く見ないで
（幸運の食べ物）栗

水稲栽培後期の管理と適期収穫
　
水
稲
後
期
の
栽
培
管
理
に
つ
い
て
、

以
下
に
挙
げ
る
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
、

適
切
な
水
管
理
、
適
期
収
穫
に
よ
り

品
質
低
下
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

１
　
出
穂
後
の
水
管
理
と
落
水

　
出
穂
後
１
週
間
程
度
は
湛
水
と
し
、

そ
の
後
は
間
断
か
ん
水
を
基
本
と
し

ま
す
。
出
穂
後
20
日
間
は
こ
ま
め
な

水
管
理
（
夜
間
か
ん
水
や
か
ん
水
回

数
を
増
や
す
な
ど
）
を
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
高
温
・
乾
燥
・
強

風
条
件
が
重
な
る
と
き
は
風
が
や
む

ま
で
湛
水
を
保
っ
て
く
だ
さ
い
。
落

水
時
期
は
、
出
穂
後
30
日
を
目
安
と

し
ま
す
。
落
水
時
期
が
早
す
ぎ
る
と
、

登
熟
を
阻
害
し
て
収
量
や
品
質
等
の

低
下
を
招
く
た
め
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

２
　
適
期
収
穫

　
収
穫
が
早
す
ぎ
る
と
青
米
や
く
ず

米
の
混
入
が
多
く
な
り
、
逆
に
刈
り

遅
れ
る
と
胴
割
れ
や
着
色
粒
が
混
入

し
や
す
く
な
り
、
品
質
や
食
味
の
低

下
に
つ
な
が
り
ま
す
。
次
の
３
点
を

参
考
に
総
合
的
に
収
穫
適
期
を
判
断

し
て
く
だ
さ
い
。

な
る
の
を
待
っ
て
い
る
と
、
刈
り
遅

れ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

③
籾
の
水
分
含
量

　
収
穫
適
期
を
判
断
す
る
一
般
的
な

方
法
で
す
。
籾
が
高
水
分
だ
と
収
穫

時
に
機
械
に
詰
ま
り
や
す
く
な
っ
た

り
、
低
水
分
だ
と
砕
け
や
脱
粒
が
多

く
な
る
の
で
、
必
ず
水
分
計
で
籾
の

水
分
含
有
量
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

コ
ン
バ
イ
ン
収
穫
の
適
期
で
あ
る

25
％
以
下
と
な
っ
て
い
れ
ば
収
穫
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

３
　
収
穫
時
の
注
意

　
コ
ン
バ
イ
ン
に
よ
る
収
穫
は
、
籾

の
損
傷
防
止
、
作
業
能
率
の
向
上
な

ど
の
点
か
ら
朝
露
が
消
え
て
か
ら
開

始
し
ま
す
。
ま
た
、
脱
穀
籾
は
水
分

含
量
が
高
く
変
質
し
や
す
い
の
で
、

速
や
か
に
乾
燥
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
雑
草
種
子
の
混
入
に
注
意

　
収
穫
物
に
雑
草
の
種
子
が
混
入
し

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、

ク
サ
ネ
ム
の
種
子
は
混
入
す
る
と
ふ

る
い
に
掛
け
て
も
抜
け
き
れ
ま
せ
ん
。

種
子
の
つ
い
て
い
る
雑
草
や
コ
ン
バ

イ
ン
作
業
の
邪
魔
に
な
る
大
き
な
雑

草
は
、
早
め
に
除
去
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

４
　
乾
燥
及
び
調
製

　
高
水
分
の
籾
を
高
温
で
急
激
に
乾

燥
し
た
り
、
過
度
に
乾
燥
す
る
と
胴

割
米
を
発
生
さ
せ
、
品
質
や
食
味
の

低
下
を
招
き
ま
す
。
籾
水
分
が
18
％

程
度
ま
で
は
通
風
の
み
で
乾
燥
し
、

そ
の
後
は
送
風
温
度
40
～
50
℃
以
下
、

穀
粒
温
度
35
℃
以
下
を
目
安
に
加
温

乾
燥
し
、
定
期
的
に
籾
の
水
分
を
確

認
し
ま
す
。
籾
の
仕
上
が
り
水
分
は

14
・
０
～
14
・
５
％
（
玄
米
で
14
・

５
～
15
・
０
％
）
と
し
、
過
乾
燥
ま

た
は
水
分
過
多
と
な
ら
な
い
よ
う
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
調
製
は
、
米
選
機
の
網
目
を
１
・

80
㎜
以
上
で
屑
米
を
除
去
し
、
整
粒

歩
合
は
80
％
以
上
を
目
標
と
し
ま

し
ょ
う
。

※
コ
ン
バ
イ
ン
に
よ
る
事
故
防
止
対
策

①
慣
れ
た
道
で
も
道
幅
や
路
肩
状
態

を
確
認
、ほ
場
の
出
入
り
に
注
意
す
る

②
収
穫
作
業
中
の
詰
ま
り
除
去
・
作

業
前
後
の
点
検
時
は
、
必
ず
エ
ン
ジ

ン
を
切
る

③
コ
ン
バ
イ
ン
を
動
か
す
と
き
は
、周

囲
に
人
が
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る

④
「
手
こ
ぎ
」
に
よ
る
巻
き
込
み
を

防
ぐ
た
め
、
手
袋
を
し
な
い
か
、
手

に
密
着
し
た
も
の
を
着
用
す
る

①
出
穂
後
の
積
算
温
度

　
収
穫
適
期
は
、
品
種
ご
と
に
異
な

り
、
出
穂
期
（
ほ
場
に
お
い
て
全
茎

数
の
40
～
50
％
が
出
穂
し
た
日
）
後

の
日
平
均
気
温
の
積
算
に
よ
っ
て
予

測
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
表
１
、

気
象
台
の
平
年
気
温
を
使
用
し
て
予

測
）。
出
穂
後
、
高
温
で
経
過
し
た

場
合
は
50
℃
（
約
２
日
）
程
度
適
期

が
早
ま
り
ま
す
。

②
帯
緑
色
籾
歩
合

　
水
田
内
の
数
カ
所
で
平
均
的
な
生

育
を
し
て
い
る
株
の
帯
緑
色
籾
歩
合

を
調
べ
ま
す
（
帯
緑
色
籾
と
は
、
一

部
で
も
緑
色
を
帯
び
て
い
る
籾
の
こ

と
を
指
し
ま
す
）。
収
穫
適
期
の
目

安
は
、
帯
緑
色
籾
（
図
１
）
が
「
コ

シ
ヒ
カ
リ
」「
ひ
と
め
ぼ
れ
」「
あ
さ

ひ
の
夢
」
で
10
％
、「
ゆ
め
ま
つ
り
」

で
20
％
程
度
で
す
。
全
体
が
黄
色
く

図１　帯緑色籾10％

写真１ クサネム

表１　出穂後積算温度による刈取適期予測（前橋）

品種 コシヒカリ
ひとめぼれ あさひの夢 ゆめまつり

積算温度 950 1000～1100 1000～1150
出穂期 積算温度到達日
8/10 9/17 ― ―
8/15 9/23 ― ―
8/20 9/29 10/2～7 10/2～10
8/30 ― 10/16～22 10/16～25

西部農業事務所
普及指導課

農畜産指導係　北爪　雅恵



天秤座 ９/23～10/23❾

広報通信から

園芸研究家●成松　次郎

お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

気
象
予
報
士
●
檜
山

　靖
洋

（全体運）�上昇運です。少し気がせくかもしれませんが後半を待った方がうまくいきやすいとき。前半は準備に力を入れて
（健康運）頑張り過ぎて疲労をためがち。休憩を入れて
（幸運の食べ物）エノキタケ

サイシン　夏に強い中国野菜

　
ナ
バ
ナ
に
似
た
中
国
野
菜
で
、

茎
葉
と
花
蕾
（
か
ら
い
）
を
食

べ
ま
す
。
草
丈
30
～
40
㎝
と
小

型
で
暑
さ
に
強
く
、
高
温
で
も

と
う
が
よ
く
立
つ
の
で
幅
広
い

時
期
に
栽
培
が
で
き
ま
す
。
茎

は
柔
ら
か
く
、
黄
色
い
花
を
付

け
ま
す
。
ナ
バ
ナ
と
同
様
に

さ
っ
と
ゆ
で
て
お
ひ
た
し
や
、

油
炒
め
に
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

中
間
地
で
は
４
月
か
ら
９
月
ま

で
種
ま
き
が
で
き
、
夏
ま
き
で

は
40
日
程
度
、
春
と
秋
ま
き
で

は
60
日
程
度
で
収
穫
期
と
な
り

ま
す
。

［
品
種
］ 

中
国
に
は
収
穫
ま
で

の
生
育
日
数
の
短
い
早
生
品
種

か
ら
、
生
育
日
数
の
長
い
晩
生

品
種
ま
で
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

が
、
日
本
で
は
早
生
系
の
品
種

が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。「
早
生

系
サ
イ
シ
ン
」（
タ
キ
イ
種
苗
）、

「
中
国
菜
心
」（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

［
畑
の
準
備
］
あ
ら
か
じ
め
土

の
酸
性
を
改
善
す
る
た
め
、
１

平
方
ｍ
当
た
り
苦
土
石
灰
１
０

０
ｇ
を
す
き
込
ん
で
耕
し
て
お

き
ま
す
。
次
に
、
種
ま
き
の
１

週
間
前
に
幅

90
㎝
程
度

の
栽
培
床

（
ベ
ッ
ド
）

を
作
り
、
１

平
方
ｍ
当
た

り
化
成
肥
料
（
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各
成
分

10
％
）
１
０
０
ｇ
と
堆
肥
２
㎏

を
全
面
に
施
し
、
土
と
混
ぜ
、

く
わ
で
ベ
ッ
ド
を
平
ら
に
な
ら

し
ま
す
（
図
１
）。

［
種
ま
き
］ 

ベ
ッ
ド
に
直
角
に

条
間
20
～
25
㎝
の
種
ま
き
溝
を

切
り
ま
す
。
ま
き
溝
は
木
板
を

土
に
押
し
付
け
、
溝
を
付
け
る

と
深
さ
が
一
定
に
な
り
ま
す
。

じ
か
ま
き
と
し
、
ま
き
溝
に
２
、

３
㎝
間
隔
に
筋
ま
き
し
ま
す

（
図
２
）。
そ
の
後
、
べ
た
が
け

資
材
を
使
え
ば
、
乾
燥
や
強
い

雨
を
防
ぐ
と
同
時
に
害
虫
の
予

防
に
も
有
効
で
す
。

［
間
引
き
］
１
回
目
は
発
芽
後
、

子
葉
が
重
な
る
株
を
間
引
き
、

２
回
目
は
本
葉
２
、
３
枚
の
頃

に
株
間
５
㎝
程
度
、
３
回
目
は

本
葉
５
、
６
枚
で
株
間
15
～
20

㎝
に
間
引
き
ま
す
（
図
３
）。

［
追
肥
］
最
後
の
間
引
き
後
に

１
平
方
ｍ
当
た
り
化
成
肥
料
50

ｇ
程
度
の
追
肥
を
し
、
軽
く
土

寄
せ
し
ま
す
。
な
お
、
畑
が
乾

く
と
き
に
は
、
十
分
灌
水
（
か

ん
す
い
）
し
ま
す
。

［
病
害
虫
の
防
除
］ 

ア
ブ
ラ
ム

シ
に
は
粘
着
く
ん
液
剤
な
ど

の
気
門
封
鎖
剤
で
防
除
し
ま

す
。
ア
オ
ム
シ
、
コ
ナ
ガ
に
は

ア
フ
ァ
ー
ム
乳
剤
、
ト
ア
ロ
ー

水
和
剤
Ｃ
Ｔ
な
ど
を
使
い
ま
す
。

な
お
、
べ
た
が
け
資
材
を
除
い

た
後
は
、
防
虫
ネ
ッ
ト
で
被
覆

す
る
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。

［
収
穫
］
と
う
立
ち
後
、
30
㎝

く
ら
い
に
伸
び
１
、
２
花
が
咲

き
始
め
た
ら
株
元
か
ら
切
り

取
っ
て
収
穫
し
ま
す
（
図
４
）。

な
お
、
下
の
葉
を
３
、
４
枚
残

し
て
切
り
取
る
と
、
脇
芽
か
ら

再
び
茎
が
伸
び
て
く
る
の
で
、

さ
ら
に
追
肥
し
て
長
い
間
収
穫

が
で
き
ま
す
。

　「
台
風
が
温
帯
低
気
圧
に
変
わ
り
ま
し
た
」
や
、

「
台
風
が
熱
帯
低
気
圧
に
変
わ
り
ま
し
た
」
と
い

う
表
現
、
ど
ち
ら
の
パ
タ
ー
ン
も
あ
り
ま
す
。

　
温
帯
低
気
圧
と
熱
帯
低
気
圧
の
違
い
は
、
発
達

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る
「
燃
料
」
で
す
。
熱
帯
低

気
圧
は
、
熱
帯
の
海
か
ら
供
給
さ
れ
る
暖
か
い

湿
っ
た
空
気
に
よ
り
発
達
し
ま
す
。
熱
帯
低
気
圧

が
発
達
し
た
も
の
が
台
風
で
す
。
温
帯
低
気
圧

は
、
暖
気
と
寒
気
が
ぶ
つ
か
る
こ
と
で
発
達
し
ま

す
。
温
帯
低
気
圧
は
発
達
し
て
も
名
称
は
変
わ
ら

ず
、
ニ
ュ
ー
ス
や
気
象
情
報
で
は
単
に
低
気
圧
と

呼
ば
れ
ま
す
。

　
台
風
が
衰
え
て
温
帯
低
気
圧
に
な
っ
た
後
に
、

温
帯
低
気
圧
と
し
て
再
び
発
達
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
暖
か
い
湿
っ
た
空
気
が
弱
ま
っ
て
も
、
寒

気
が
入
り
込
ん
で
暖
気
と
ぶ
つ
か
り
発
達
す
る
の

で
す
。
電
気
で
走
っ
て
い
た
車
が
電
池
切
れ
に

な
っ
た
と
き
に
ガ
ソ
リ
ン
に
切
り
替
え
て
ま
た
走

り
だ
す
よ
う
な
も
の
で
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
低
気

圧
で
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
台
風
で
は
な
く

な
っ
て
も
、
暴
風
や
大
雨
に
警
戒
が
必
要
で
す
。

温
帯
低
気
圧
と
熱
帯
低
気
圧イラスト：服部新一郎

イラスト：小林裕美子
※�関東南部以西の平たん地を基準に記事を作成して
います。
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広報通信から

野菜もの知り百科
土壌医●藤巻　久志

おいしく食べて美しく 栄養士●吉田　理江

（全体運）�イライラすることが多そうですが改善へと向かう過程です。原因を調べて対処しましょう。協力者が現れる予感
（健康運）規則正しい生活を心がけて。お酒はほどほどに
（幸運の食べ物）アスパラガス

　秋は、四季の中でもおいしい食べ物が増える季節
です。「食欲の秋」といわれるように、食欲が増し
て体重の増加が気になる方もいらっしゃるでしょう。
そこで、実りの秋をおいしく、楽しみながら健康な
体づくりができる方法を二つお伝えします。
【１】毎食、炭水化物を食べる
　体重の増加を防ぎ、健康な体をつくるポイントは
体温を上げることです。炭水化物は太るというイ
メージがあるかもしれませんが、米、パン、麺類な
どの炭水化物は、活動するためのエネルギー源とな
る重要な栄養素です。毎食、炭水化物を食べること
で体の中で熱を生み出し、生命維持活動により常に
消費されている基礎代謝量を12〜13%上げることが
できます。そして、体温が上がることで、食べても
体重が増加しにくい体になるのです。これから新米
がおいしい季節になるので、おにぎりや炊き込みご
飯などにして新米を楽しんではいかがでしょうか。
【２】秋が旬の野菜を食事に取り入れる
　体重の増加を防ぐために、血糖値の急上昇を抑え
る食べ方をすると良いです。血糖値が急上昇すると
膵臓（すいぞう）からインスリンというホルモンが

過剰に分泌され、体に脂肪をため込みやすくなりま
す。秋が旬の野菜のカボチャやレンコンなどに多く
含まれる食物繊維は、血糖値の急上昇を抑える働き
があるため、最初に野菜を食べることで血糖値の急
上昇を防ぐことができるでしょう。野菜に含まれる
ビタミンやミネラルは、炭水化物、タンパク質、脂
質の代謝をサポートする働きがあるため、体重の増
加を防ぎ、健康な体づくりには必要な栄養素です。
みそ汁にカボチャやレンコンを入れると手軽に食物
繊維が取れます。薄く切り、オリーブ油でソテーす
るのもおいし
く食べられる
のでお勧めで
す。
　旬の食材を
おいしく楽し
く食べて健康
な体づくりを
したいですね。

秋の健康な体づくり

　
か
い
割
れ
ダ
イ
コ
ン
は
ダ
イ
コ
ン
で
す

が
、
大
き
い
わ
け
で
も
、
根
の
部
分
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
胚
軸
と
子
葉
を
食
用
と
す

る
ス
プ
ラ
ウ
ト
で
す
。
ス
プ
ラ
ウ
ト
は
発

芽
し
て
新
芽
に
な
っ
た
ば
か
り
の
野
菜

（
発
芽
野
菜
）
で
、
成
長
し
た
状
態
（
完

成
野
菜
）
と
比
べ
る
と
、
格
段
に
多
く
の

ミ
ネ
ラ
ル
や
ビ
タ
ミ
ン
類
を
含
ん
で
い
ま

す
。
発
芽
す
る
段
階
で
、
種
子
の
と
き
に

は
存
在
し
な
か
っ
た
栄
養
成
分
を
自
身
で

合
成
す
る
か
ら
で
す
。

　
か
い
割
れ
ダ
イ
コ
ン
は
、「
貝
割
れ
大

根
」
と
も
書
き
ま
す
。
双
葉
が
開
い
た
二

枚
貝
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
そ
の
名

が
付
き
ま
し
た
。
平
安
時
代
に
は
す
で
に

吸
い
物
や
あ
え
物
に
添
え
て
食
べ
ら
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。

　
か
い
割
れ
ダ
イ
コ
ン
は
１
９
７
０
年
代

ま
で
は
料
亭
で
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
高
級

食
材
で
し
た
。
銀
座
に
近
い
築
地
市
場
に

は
専
門
の
仲
卸
が
あ
り
、
木
箱
に
き
れ
い

に
並
べ
て
扱
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
か
い
割
れ
ダ
イ
コ
ン
の
栽
培
は
短
期
間

で
す
が
、
技
術
が
な
け
れ
ば
胚
軸
を
長
く

し
、
鮮
度
の
良
い
物
を
作
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。「
早
生
四
十
日
」
と
い
う
極
早

生
品
種
を
砂
土
に
ま
き
、
発
芽
し
た
ら
子

葉
の
付
け
根
ま
で
土
寄
せ
し
、
本
葉
が
出

る
前
に
収
穫
し
ま
す
。
施
肥
と
灌
水
（
か

ん
す
い
）
に
も
特
別
の
工
夫
が
い
り
ま
す
。

　
１
９
８
０
年
代
中
ご
ろ
に
な
る
と
、
水

耕
栽
培
で
大
量
生
産
さ
れ
た
か
い
割
れ
ダ

イ
コ
ン
が
流
通
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

清
潔
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
入
り
で
低
価

格
な
の
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
一
般
家
庭

に
普
及
し
ま
し
た
。

　
一
年
中
店
頭
に
並
び
、
和
洋
中
の
料
理

に
利
用
さ
れ
ま
す
。
根
元
を
切
っ
て
か
つ

お
節
と
し
ょ
う
ゆ
を
か
け
る
だ
け
で
酒
の

さ
か
な
に
な
り
、
ピ
リ
ッ
と
し
た
辛
味
で

お
酒
が
進
み
ま
す
。
か
い
割
れ
ダ
イ
コ
ン

の
ハ
ム
巻
き
は
子
ど
も
が
大
好
き
で
す
。

　
９
月
18
日
は
か
い
割
れ
ダ
イ
コ
ン
の
日

で
す
。
日
本
か
い
わ
れ
協
会
（
現
・
日
本

ス
プ
ラ
ウ
ト
協
会
）
が
１
９
８
６
年
に
、

健
康
野
菜
の
か
い
割
れ
ダ
イ
コ
ン
を
普
及

さ
せ
る
た
め
に
制
定
し
ま
し
た
。
９
月
は

第
１
回
総
会
が
開
か
れ
た
月
、
18
日
は
８

を
横
に
す
る
と
∞
（
無
限
大
）、
そ
の
下

に
１
を
付
け
る
と
か
い
割
れ
ダ
イ
コ
ン
の

形
に
な
る
か
ら
で
す
。

かい割れダイコン
（アブラナ科
ダイコン属）

イラスト：宮下めい子

イラスト：吉田静佳
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Q小林先生の法律相談 A
　
遺
産
の
総
額
は
、
三
六
〇
〇
万
円

で
、
相
続
分
は
、
配
偶
者
が
二
分
の

一
の
一
八
〇
〇
万
円
、
子
供
ら
が
そ

れ
ぞ
れ
四
分
の
一
の
九
〇
〇
万
円
に

な
り
ま
す
。
従
っ
て
家
屋
敷
を
貴
方

が
単
独
で
取
得
す
る
と
貴
方
の
相
続

分
を
越
え
る
た
め
、
貴
方
は
子
供
達

に
二
〇
〇
万
円
を
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
り
ま
す
。
居
住
用
の
家
屋

（全体運）�責任ある役回りを引き受けて。大変でもやりがいがあり、人望を得られます。目標は大きく持って。買い物に吉
（健康運）目の疲れからくる肩凝りや首の痛みに気を付けて
（幸運の食べ物）リンゴ

敷
に
比
べ
分
割
す
べ
き
遺
産
が
少
な

い
場
合
に
は
、
配
偶
者
は
従
前
住
ん

で
い
た
家
屋
敷
か
ら
、
退
去
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
配

偶
者
が
被
相
続
人
所
有
の
建
物
に
居

住
し
て
い
る
場
合
に
は
、
遺
産
分
割

に
お
い
て
も
配
偶
者
の
居
住
の
権
利

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
平

成
三
〇
年
に
民
法
の
相
続
法
が
改
正

さ
れ
配
偶
者
の
居
住
権
を
保
護
す
る

規
定
が
新
た
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
被
相
続
人
死
亡
時
に
、
被
相

続
人
所
有
の
建
物
に
配
偶
者
と
し

て
、
無
償
で
居
住
し
て
い
る
場
合
に

は
、
夫
が
死
亡
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、

直
ち
に
建
物
を
明
渡
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
遺
産
分
割

が
成
立
す
る
ま
で
、
若
し
く
は
相
続

開
始
後
六
ヶ
月
経
過
す
る
ま
で
の
い

ず
れ
か
遅
い
時
期
ま
で
、
建
物
に
無

償
で
居
住
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
短
期
配
偶
者
居
住

権
と
い
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
配

偶
者
が
居
住
し
て
い
た
家
屋
に
、
配

偶
者
が
従
前
ど
お
り
終
生
無
償
で
居

住
す
る
権
利
を
新
た
に
配
偶
者
居
住

権
と
し
て
制
定
し
ま
し
た
。
配
偶
者

居
住
権
は
、
相
続
人
の
合
意
に
よ
っ

て
認
め
ら
れ
ま
す
が
、
配
偶
者
か
ら

の
希
望
が
あ
れ
ば
、
建
物
所
有
者
の

受
け
る
不
利
益
を
考
慮
し
て
も
な
お

配
偶
者
の
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に

特
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
家
庭

裁
判
所
の
審
判
に
よ
っ
て
、
配
偶
者

居
住
権
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
配
偶
者

居
住
権
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
建
物

の
時
価
額
を
基
準
と
し
て
配
偶
者
の

年
齢
が
考
慮
さ
れ
、
当
該
建
物
の
時

価
額
よ
り
も
低
額
に
評
価
す
る
こ
と

に
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
配
偶
者

居
住
権
の
あ
る
建
物
に
よ
っ
て
、
そ

の
敷
地
の
所
有
権
は
制
約
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
分
敷

地
所
有
権
自
体
の
評
価
も
下
が
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
配
偶
者
の
年
齢
が

若
け
れ
ば
、
長
期
間
の
居
住
が
予
想

さ
れ
る
た
め
配
偶
者
居
住
権
の
評
価

額
は
高
く
な
り
、
敷
地
の
減
額
率
も

高
く
な
り
ま
す
。
逆
に
年
齢
が
高
齢

の
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
価
額
は
低

く
な
り
ま
す
。
仮
に
配
偶
者
居
住
権

の
価
額
を
三
〇
〇
万
円
、
配
偶
者
居

住
権
の
あ
る
建
物
に
よ
っ
て
制
約
を

受
け
る
敷
地
自
体
の
評
価
額
を
一
〇

〇
〇
万
円
と
し
ま
す
。
貴
方
の
取
り

分
は
、
配
偶
者
居
住
権
三
〇
〇
万
円
、

土
地
の
評
価
額
減
額
分
二
〇
〇
万
円

と
、
預
金
が
一
三
〇
〇
万
円
と
な
り

ま
す
。
子
供
二
人
は
、
配
偶
者
居
住

権
で
制
約
さ
れ
た
建
物
五
〇
〇
万
円

国
債
の
ご
案
内

■中期利付国債（５年）
　入札日　令和５年９月12日㈫
■中期利付国債（２年）
　入札日　令和５年９月28日㈭
■長期利付国債（10年）
　入札日　令和５年10月３日㈫

利率、募集期間、その他詳しくは
本支店窓口にお問い合わせ下さい。

Question

と
配
偶
者
居
住
権
の
あ
る
建
物
に

よ
っ
て
制
約
さ
れ
た
土
地
一
〇
〇
〇

万
円
と
預
金
三
〇
〇
万
円
を
そ
れ
ぞ

れ
が
二
分
の
一
ず
つ
取
得
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
居
住
し
て

い
た
配
偶
者
が
死
亡
す
れ
ば
、
配
偶

者
居
住
権
は
消
滅
し
ま
す
の
で
、
そ

の
段
階
で
、
家
屋
敷
を
処
分
し
換
価

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
ま
で

の
間
は
、
配
偶
者
に
無
償
に
て
居
住

さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

配
偶
者
居
住
権
に
つ
い
て
は
、
当
該

建
物
に
配
偶
者
居
住
権
が
あ
る
こ
と

を
登
記
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
登

記
が
あ
れ
ば
建
物
を
取
得
し
た
第
三

者
に
も
配
偶
者
居
住
権
を
主
張
で
き

ま
す
。

　夫が２ヶ月前に死亡し、相続人は、妻
である私と､先妻の子２人です。遺産は、
私が住んでいる家屋敷（土地1,200万円
建物800万円）と預金1,600万円があるだ
けです。子供達は、遺産の家屋敷を売却
して、その代金を分けるからすぐに家屋
敷を明け渡すよう求めております。私
は、今の家に住み続けたいのですが？
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　支店から あれこ れ

　
今
回
は
中
川
支
店
よ
り
記
念

碑
「
耕
心
」
を
紹
介
し
ま
す
。

中
川
支
店
敷
地
内
に
「
耕
心 

中
川
農
協
未
来
と
栄
光
」「
平

成
４
年
３
月
建
立 

中
川
農
協

組
合
員
４
５
６
名
」
と
刻
ま
れ

た
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま

（全体運）�好調運です。ラッキーが舞い込む予感。ピンチに思えることもより活躍するためのきっかけです。前向きに捉えて
（健康運）腰痛、関節痛は早めにケアを。サポーターが吉
（幸運の食べ物）カボチャ

－中川支店－

記念碑「耕心」

す
。
石
碑
は
、
平
成
５
年
の
高
崎
市

農
協
設
立
に
よ
り
解
散
し
た
中
川
農

協
を
記
念
し
て
建
立
さ
れ
、
隣
に
は

歴
代
理
事
・
監
事
の
氏
名
と
「
耕
心
」

の
意
味
を
刻
ん
だ
銘
盤
も
あ
り
ま
す
。

　
耕
心
と
は
、
土
を
耕
す
心
で
あ
り
、

人
の
心
も
耕
し
、
人
と
の
関
わ
り
も

耕
す
こ
と
で
、
昭
和
47
年
か
ら
平
成

５
年
ま
で
中
川
農
協
の
組
合
長
を
務

め
た
新
井
昌
一
氏
の
人
生
訓
と
の
事

で
す
。

　
合
併
時
の
中
川
農
協
に
は
、
本
所
、

出
張
所
、
購
買
店
舗
、
農
業
倉
庫
、

精
米
所
、
給
油
所
、
Ａ
コ
ー
プ
、
ラ

イ
ス
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
組
合
員
の
営

農
と
生
活
に
必
要
な
施
設
が
揃
っ
て

い
ま
し
た
。

　
昭
和
23
年
中
川
農
協
設
立
か
ら
高

崎
市
農
協
と
合
併
ま
で
の
期
間
に
は
、

土
地
改
良
に
よ
る
耕
地
整
理
や
機
械

化
に
よ
り
地
域
農
業
が
発
展
し
ま
し

た
が
、
問
屋
町
や
工
業
団
地
の
造
成
、

高
前
バ
イ
パ
ス
・
環
状
線
が
開
通
す

る
な
ど
、
都
市
化
も
進
み
ま
し
た
。

農
地
が
減
り
宅
地
が
増
え
、
兼
業
農

家
の
増
加
、
農
産
物
の
輸
入
拡
大
な

ど
農
業
を
取
り
巻
く
状
況
が
変
わ
っ

て
も
、
中
川
農
協
は
組
合
員
の
拠
り

所
で
あ
り
、
生
活
向
上
と
地
域
農
業

に
必
要
な
場
所
だ
っ
た
と
の
事
で
す
。

　
ま
た
、
石
碑
の
刻
字
は
、
新
井
昌

一
氏
と
親
交
の
深
か
っ
た
中
曽
根
康

弘
元
内
閣
総
理
大
臣
に
よ
る
書
で
す
。

お
近
く
に
お
越
し
の
際
は
、
ご
覧
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
中
川
支
店
通
信
員
）

営農部からお知らせ

　田んぼや水路の草刈りをした際に出た草が、水路に流
れ詰まるという事態が発生しています。水路が詰まるこ
とで内水氾濫などが起きる危険もありますので、刈った
草が水路に落ちないように注意してください。みなさま
のご協力をよろしくお願いします。



１/20～２/18� 水瓶座

お　知　ら　せ INFORMATION

（全体運）�見られていることを意識して行動を。注目を力に変えられます。相談は年上の人にすると吉。行動はスピーディーに
（健康運）筋トレやシェイプアップに力を入れて。効果大
（幸運の食べ物）ブドウ

金融共済部 資金課から



魚　座 ２/19～３/20 �

お　知　ら　せ INFORMATION

金融共済部 推進課から経済部 開発相談課から

（全体運）�コミュニケーションが活性化。情報がたくさん入ってきます。頼られても引き受け過ぎないで。取捨選択が大事
（健康運）下半身の冷えに注意。トイレは早めに行きましょう
（幸運の食べ物）オクラ

特販直売課 から

《
日
　時
》

●
９
月
８
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分

●
９
月
22
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分

●
10
月
13
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分

●
10
月
27
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分

《
場
　所
》

　
本
店
相
談
室

《
弁
護
士
》

●
ゆ
う
あ
い
綜
合
法
律
事
務
所

　
・
弁
護
士
　
小 

林 

優 

公

無
料
法
律
相
談
日

《
日
　時
》

●
９
月
15
日
㈮
　
午
後
２
時
～

●
10
月
20
日
㈮
　
午
後
２
時
～

《
場
　所
》

　
本
店
相
談
室

《
税
理
士
》

●
干
川
会
計
事
務
所

　
・
税
理
士
　
干 

川 

芳 

男

《
予
約
・
問
合
せ
》

　
経
済
部
　
開
発
相
談
課

※ 

ど
ち
ら
の
ご
相
談
に
関
し
て
も
予
め

電
話
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

３
５
２

－

５
２
９
２

無
料
税
務
相
談
日

年金無料相談会年金無料相談会
「年金」について、疑問はありませんか？

年金の専門家（社会保険労務士）を招いて
個別に相談を承ります。

☎027－325－1375
開催時間９：00～12：00

塚沢支店10月21日（土）
開催店舗

☎027－361－2913
六郷支店　開催時間９：00～12：00
長野支店　開催時間13：30～16：30

六郷/長野支店９月16日（土）
開催店舗



　毎回多数の応募を頂いております 
「ＪＡだより頭の体操」の賞品は、ＪＡ
オリジナル商品「高崎うどん」を毎回
抽選で５名の皆様にお
贈りします。高崎産小麦
100％のこだわりのうど
んを是非御賞味下さい。

（尚、当選者には引換券
をお送りしますので、お
近くの「グル米四季菜館」
でお取換え願います。）

今月の問題組合員のみなさま、全員が応募出来ます。

数独
出題●ニコリ

JAだより頭の体操

⓯

応募のお知らせ

ルール

先月号の答え
ＡＢＣＤＥ
サーフイン

理
事
会
だ
よ
り

８
月
29
日
㈫
開
催

議
　事

第
１
号
議
案
　 

令
和
５
年
度
８
月
末
仮
決
算
の

実
施
に
つ
い
て

第
２
号
議
案
　 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
マ
ニ
ュ

ア
ル
改
訂
に
つ
い
て

第
３
号
議
案
　 

利
益
相
反
取
引
の
承
認
に
つ
い

て

第
４
号
議
案
　 

経
営
実
績
の
月
例
検
討
に
つ
い

て
　
９
月
は
、
残
暑
は
厳
し
い
も
の

の
、
秋
の
気
配
を
日
に
日
に
感
じ

る
季
節
で
す
。

　
23
日
は
「
秋
分
の
日
」
昼
の
長
さ
と
夜
の
長

さ
が
同
じ
に
な
る
日
で
す
。こ
の
こ
ろ
を
境
に
、

暑
さ
が
お
さ
ま
り
、
す
が
す
が
し
い
気
候
へ
と

変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
過
ご
し
や
す
い
気
候
に

な
り
ま
す
の
で
、「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」「
食
欲
の

秋
」
な
ど
、
秋
の
季
節
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

上中居町
林　　絹代�様
下之城町
髙橋　良子�様

８月号の当選者
おめでとうございます

下小鳥町
小見　　進�様
日高町
篠場　治生�様

正観寺町
武井　敏子�様 （今月の応募数19通）

◆応募方法
　　E‒MAIL・ＦＡＸ・郵便ハガキのいずれか

の方法でご応募下さい。
　　必要事項（答え、住所、氏名、電話番号）

を記入の上、下記あて先までお送り下さい。
正解者の中から抽選で５名のみなさんに、
ＪＡオリジナル「高崎うどん」をプレゼント
します。ＪＡや本誌に対するご意見・ご感想
をお待ちしております。
◆あて先
　（E‒MAIL）homepage@takasaki.jagunma.net
　（Ｆ Ａ Ｘ）027－352－7104
　（ハ ガ キ）〒370－0018　高崎市新保町1482

ＪＡたかさき「ＪＡだより頭の体操」係
◆締め切りと正解者発表
　　９月15日の消印まで有効とし、正解者発表

は10月号に掲載予定です。
【個人情報の取扱い】

　ご応募戴いたE‒MAIL・ＦＡＸ・ハガキは、
抽選と商品発送以外の目的には使用いたしま
せん。

⑴�　空いているマスに、１から９まで
の数字のどれかを入れます。
⑵�　タテ列（９列）、ヨコ列（９列）、
太線で囲まれた３×３のブロック（そ
れぞれ９マスあるブロックが９つ）
のいずれにも１から９までの数字が
１つずつ入ります。

■二重枠に入った数字の合計はいくつ？

◆ 　　　　　　　　　　 ◆



�

発
行
人
／
堀
米
　
　
登
　
住
　
所
／
高
崎
市
新
保
町
1
4
8
2

編
　
集
／
編
集
委
員
会
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
0
2
7（
3
5
2
）5
2
8
8
㈹

発
　
行
／
　 高
崎
市
農
業
協
同
組
合

〒
3
7
0
－
0
0
1
8

材 料

組
合
員
に
寄
り
添
い
地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る

Ｊ
Ａ
だ
よ
り
た
か
さ
き

シェフ永井のおすすめ

茨城県笠間市にある
「天晴（旧キッチン晴人）」
オーナーシェフ

永
井
　
智
一

（
な
が
い
・
と
も
か
ず
）

カリフローレ……… 100ｇ
　　薄力粉…………… 80ｇ
　　パルメザンチーズ
　　　………………… 20ｇ
　　炭酸水………… 100ml
　　塩………………… 少々
サラダ油……………… 適宜
ハーブミックス……… 適宜

２人分

｛

9
JA
た
か
さ
き
9
月
号
（
第
3
6
7
号
）

2
0
2
3
年
9
月
1
日
発
行

作
り
方
　
❶
Ａ
の
材
料
を
合
わ
せ
、
冷
蔵

庫
に
入
れ
て
お
く
。

❷
カ
リ
フ
ロ
ー
レ
を
小
房
に
分
け
、
①
に

く
ぐ
ら
せ
、
１
８
０
度
に
熱
し
た
サ
ラ
ダ

油
で
揚
げ
る
。

❸
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
で
油
を
切
り
、
器

に
盛
り
付
け
、
上
か
ら
ハ
ー
ブ
ミ
ッ
ク
ス
、

パ
ル
メ
ザ
ン
チ
ー
ズ
（
分
量
外
）
を
か
け

て
出
来
上
が
り
。Ａ

『
家
族
の
パ
ワ
ー
』で
、お
い
し
い
野
菜
作
り

ー
八
幡
原
町
　松
本
尚
也
さ
ん
ー

　
今
回
は
、
八
幡
原
町
に
お
住
ま
い

の
松
本
尚
也
さ
ん
と
ご
家
族
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
現
在
松
本
さ
ん
の
お
宅
で
は
、
米

麦
を
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
野
菜
を
露
地

栽
培
で
50
ア
ー
ル
、
ハ
ウ
ス
栽
培
で

７
棟
（
15
ア
ー
ル
）
栽
培
さ
れ
て
い

ま
す
。
野
菜
は
青
梗
菜
、茄
子
、玉
葱
、

枝
豆
な
ど
を
栽
培
し
て
お
り
、
尚
也

さ
ん
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
尚
也
さ
ん
は
幼
い
頃
か
ら
、
祖
父

母
で
あ
る
文
紀
さ
ん
、
久
子
さ
ん
ご

夫
妻
が
農
作
業
を
し
て
い
る
姿
を
見

て
農
業
に
興
味
を
持
っ
た
そ
う
で
す
。

高
校
卒
業
後
は
、
農
林
大
学
校
に
て

２
年
間
座
学
に
て
農
業
全
般
を
学

び
、
そ
の
後
１

年
間
は
高
崎
市

内
の
農
家
に
て

実
技
研
修
を
行

い
、
野
菜
に
つ

い
て
勉
強
し
た

そ
う
で
す
。
２

年
前
か
ら
文
紀

さ
ん
指
導
の
下
、

新
鮮
で
安
心
・
安
全
な
野
菜
作
り
に

日
々
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
農
業
経
営
に
つ
い
て
お
聞

き
し
た
と
こ
ろ
、「
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
に
よ
る
人
手
不
足
は
深
刻
だ
。

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
な
ど
の
新
し
い

技
術
の
導
入
に
よ
り
、
こ
の
問
題
に

対
応
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な

る
。」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
今
は
農
地
の
保
全
・
維
持

や
、
経
営
を
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
で

精
一
杯
だ
が
、
余
裕
が
出
て
き
た
ら

新
し
い
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
き
た
い
。」と
目
を
輝
か
せ
て
語
っ

て
い
ま
し
た
。

　
取
材
当
日
は
酷
暑
の
中
で
し
た
が
、

取
材
に
快
く
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心

よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
『
松
本
家
パ
ワ
ー
』
で
、
お
い
し

い
お
米
や
野
菜
を
作
っ
て
い
っ
て
く

だ
さ
い
‼

（
滝
川
支
店
通
信
員
）

カリフローレの
チーズフリット

左より　母　久美子さん・尚也さん・祖母　久子さん・祖父　文紀さん

　
８
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
「
人
と
人
」
の
記
事

に
お
き
ま
し
て
、
写
真
見
出
し
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

次
の
と
お
り
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
誤
）
深
堀
忠
雄
さ
ん

（
正
）
深
澤
忠
雄
さ
ん

お
詫
び
と
訂
正


